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サンゴ礁鳥|喚科学の構築と国際的な教育研究拠点形成

拠点リーダー土屋誠

木学の21111:紀ＣＯＥプログラムが餓終年度を

迎え、まとめの時期にさしかかっています。

ＣＯＥプログラム終ｒ後は大学狼F|での活動の

継続と進化が求められていますので、私たち

は本プログラムのⅢ|､采を将来の琉球大学の将

>'６，illil7iにどのようにｆｌＩかすべきか考える必喫

があります。最終年度は新たな門ｌｌＩの準備の

ための年度でもあるのです。

「サンゴ礁」あるいは［島||典」は琉球大学

のキーワードです。私が言い続けてきたことは、

このキーワードは小学全休を象徴するもので

あり、決して特定の分野に限定されるもので

はないということです。「あまみきよ」の鰯

６号で岩政学長が述べらｵ[ているように、サ

ンゴ礁・島|鯉に関する研究分野は極めて広範

なものであり、関連する多くの学１１ＭＷが統

合した研究教育体制を憐簗することにより琉

球ﾉ（学の特徴ある学|川分野の存在が－１櫛lﾘ１１１i；

なものになると信じています。

その中で、21111豈紀ＣＯＥプログラムを進めて

いる仲間たちはその牽引鞭となり、将来にお

いても重要な役割を果たすべきと考えます。

私たちは国際的にfIIil蝿できる若手研究青の育

成を'三|指し、数々のI｣<1際的活動に参)｣Ⅱしてき

ました。独向の活動として毎年実施している

|':１１膿サマープログラムは着実に効衆をあげて

います。参加者はｲ１１/[に刺激を受け、濡実に

成長しています。サマープログラム終「後、

複数の参加背が本学の大学院に入学し、勉学

に励んでいます。

幾つかのlW1際的な?＃動にも積極'119に参DIIし

てきました。国際シンポジウムは諸外国の研

究徴と交流し、多くの情報を得るよい機会です。

↑''１縄でのシンポジウム開催に加えて、外国に

|Ⅱかけてシンポジウムを|)M催することにもチ

ャレンジしました。フレンチポリネシアでは

フランス高等教育|ﾘﾄ究院及びカリフォルニ

ア大学バークレー校の皆さんと交流しました。

国立シンガポール大学との共同で開催したシ

ンポジウムでは密度が商い議論をすることが

でき、引き続き交流を進めるべく準備が進め

られています。第２１回太１１L洋学術会議の運営

に多方liIiから参加したことも素llil1rらしい経験

でした。

ＣＯＥプログラムが開始される以前から、本

`学ではｳﾋ語による講義をおこなう海洋科学分

野の留学化のための特別コース(現在は、留学

化の特別'１Ｍｔによる耐熱ｲ|ｻﾞ海洋科学国際プロ

グラム)が理工学研究科に殻|濁されており、海

外から多くの留学生を受け入れてきました。

多くの修了生は、帰国後、録LR1の大学で活発

に活動しています。これは若手研究者が順調

に青b1bさオ'ていることを懲味しますので、本

学にはIBfに国際的な教育拠点が形成されてい

るといってよいでしょう。鑓近、ダブルデイ

グリーあるいはサンドイッチプログラムに関

する議論が盛んに行われています。今までと

は蝿なる学生交流の形態ですが、真の意味で

のIW1互交流が実現し、交流の輪が発展するこ

とがjUl特されます。

国際的な教育|ﾘ｢究拠点とは、本学の大学院

で学びたい'という希望が諸外国から寄せられ､

多くの大学院生が集まり、活発な研究活動が

腱開される機関を指します。今までの経験を

生かしつつ、より明確な拠点のWIli簗を1二|指し

て今後とも努ブルなければなりません。当然

ながら大きな1ﾘﾄ究ﾙji巣もⅢ|博されています。

脳髄となるのは私たちのｌｌ１１ｉｌ々の|ﾘﾄ究救青活動

であることは言うまでもありませんが、それ

らが連概して大きなプログラムとなるよう努

力したいものです。

これまでに実施してきた多様な活動を今後

も継続することが琉球大学の発峻に貢献する

と信じています。

－ワー



一ＣＯＥ研究員の研究紹介一

造礁サンゴの初期生摺史における褐虫藻共生の多様｣性

波利井`佐紀（遺伝子の多様性研究グループ）

サンゴ礁の基蝋翰戎生物である造礁サンゴ類（以

下サンゴ）は褐虫藻とよばれる渦鞭毛藻類

(S)MOio`ii，zj2lﾉ〃SPP.）と共生している。我々の
研究グループでは、サンゴー褐虫藻共生系の

多様性と環境適応をテーマの１つとして研究

を進めており、そのうち私が行っているサン

ゴの初期生活史における褐虫藻獲得および共

生成立機構について紹介する。

サンゴー褐虫藻の共生方法には、卵・幼生

が褐虫藻を親から受け継ぐもの(垂直伝搬型)と、

毎世代外界より獲得するもの（水平伝搬型、

図１）がある。前者は親由来の褐虫藻を受け

継ぐため卵・幼生は親と遣`伝的に同じ褐虫藻

をもち、後者はその生息環境に適した褐虫藻

を獲得できると考えられている。水平.伝搬型

サンゴでは、通常、幼生が定着後ポリプにな

った時期に褐虫藻を獲得するが、一部は幼生

の時期に獲得すると報告されている。しかし

ながら、様々な種の幼生が褐虫藻を獲得可能

なのか、またどのような発生段階で鍵得する

のかは分かっていない。

室内実験により褐虫藻を様々な種のサンゴ

幼生に与えたところ、ミドリイシ属（図２）

やキクメイシ属など、新たに４属７種の幼生

において褐虫藻の取り込みが確認された。また、

ミドリイシ属３種がいつ褐虫藻を獲得するか

詳細に調べたところ、幼生が口や胃となる部

分を形成しはじめる受精５日～６１=|後に褐虫

藻の獲得を開始することが分かった。本研究

により多くの種類の幼生が浮遊期間[|:'に褐虫

藻を獲得できること、また獲得には内部構造

の発達が重要であることが明らかとなった。

また、褐虫藻には様々な道,伝型が存在し、

同一海域に生息する同種サンゴは、基本的に

特定の褐虫藻タイプと共生することが知られ

ている。そこで、幼生の時期にどのような遺

伝型の褐虫藻を獲得するかを、様々な宿主か

ら単離した異なる遺伝型を持つ褐虫藻を与え

て調べたところ、どの遺伝型の褐虫藻も雄得

することが分かった。このことから、サンゴ

は幼生の段階では、親サンゴとは異なり遺伝

的に多様な褐虫藻を柔軟に獲得することが示

唆される。

今後、実際の海域でも幼生が褐虫藻を獲得

するか、定着後のポリプに共生する褐虫藻の

遺伝型を調べ、初期生活史における共生の多

様性を調べていく予定である。近年、褐虫藻

は遺勵伝型の違いにより生理特性が異なり、環

境へのサンゴの耐性が変わることが報告され

ている。環境変化に対するサンゴの回復力や

適応過程を理解する上で、サンゴー褐虫藻共

生系の成立機構を解明することは重要である@

本研究の成果により、環境変動に対してサン

ゴがどのように適応するのか予測可能となる

ものと期待される。
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図１（上）褐虫藻と共生前のウスエダミドリイシ

AcrcM1)ｏｒα…nfsの幼生(水平伝搬型)。
図２（下）褐虫藻を獲得したコユビミドリイシ

AC'”0F、[1igilｵ施迩の幼生（蛍光顕微鏡下)。赤く
みられる部分が幼生体内に獲得された褐虫藻。
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琉球列島産無節サンゴモ（紅藻サンゴモ目）の
系統分類学的研究

Iil【記（遺伝子の多様性ＩＪＩ:究グループ）１１Ⅱ藤

１．サンゴモとは？

サンゴモは、細胞の|ﾉl外に石灰質を沈潜して、

行のように硬くなる紅藻である。この擁類は、

サンゴ礁形成のみならず、ウニや貝頬幼/l：の

変態や、サンゴ幼化の鵜底を助ける生物として、

収喫な役割を果たしている。サンゴモには、

､~節サンゴモと無節サンゴモの２つがあり、

明瞭な直立体をもたない扁平な種の多くは、

本研究で対象にした無節サンゴモである。

ある称の形態的特徴や分布を考慮して、分瓶

競的な定瀧の変更を提案していく予定である。

３．見過ごされてきた生物を分類する

サンゴモ以外にも、石l火質を体に沈着して

IMIくなり、肩､Ｉｚな形になる紅藻類がある。こ

の１１１には、これまでの分類体系のどこにも合

致せず、所属不IU1となっている種も知られて

いる。こうした言わば「兄過ごされてきた種」

の研究にも、今後取り組んでいきたいと考え

ている。２．サンゴ礁の無節サンゴモの種は、遺

伝的な実体を反映しているか？

琉球列島では、これまでに３科８属約20繩

の無節サンゴモが報告されている。これらの

砿には、インドー太､１１洋域から広く分布が報

縛されている種や、近年、形態学的な特徴を

もとに、属や種の定雑が変更されたNiが含ま

れている。無節サンゴモの種の|可定は、外形

的な特徴のみでは不IIJ能な場合が多く、栄護

組織と生殖器官の特徴を観察する必漢がある。

さらに、組織の観察には、藻体の仁｢灰質を除

くなど、ほかの大型藻類にくらべて時間がか

かるため、現状では、形態的特徴による'|{IilIIミ

なl1il定がなされた標本にもとづく分１塁データ

がほとんどない。

そこで、琉球ﾀ111;1ｹのサンゴ礁域に多j寵する

無節サンゴモの８繩（図１～８）について、

形態から正確に同定した標本の塩基配列を比

'陵することによって、形態にもとづく分類が

遮伝的にも支持されるか確認した。

nM〈正までに、ＭｌｉのうちMliは、靴|ﾉﾘの泄

伝的変異がサンゴモl;1の同属極間の変災に‘|;１１

』'ｲすることから、極内に別砿あるいは隠蔽;lMi

を含んでいることが分かった。また、偶や'111

科レベルでの分類学的な見臓しが必要なこと

もＩｌ１１らかになった。

今後は、これらの結果を踏まえて、｜AI題の

■Lも配

圃醗

図１～８琉球列島でよく見られる無節サンゴモ

図１ミナミイシモLif/'(Ｗﾘﾉﾉ[（７）lA0lSChyn)zZ〔7'Ｚ

図２アナアキイシモＨＷｊ⑪"/ﾉ,o"｡"A0`Ｇｓ

図３コブイシモHWfrolilA0Jllでi"６０/diノ

図４コシカイシモＭａＷ/)Aひｍｌａｃ板Ｃａ

図５イシノハナハ1ｍｍﾉ'/'0'．α）℃sen

図６キブリイシモjVbOgD"io/jfAo〃b1nssiCcV】ioj･id｢α

図７ハイイロイシモ月!“/)ﾉﾘ'ﾉﾉ'(''1(T)'１/α`j〃

図８エダウチイシモルI"妙/Ｄ'/Ａｌ"ｌｅﾊﾟ(6cscejis
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サンゴ礁魚類のJlflk転換機構の解明

堀口涼（種の多様性研究グループ）

サンゴ礁に生息する魚類の生殖様式の多

様性とは？？？

目指している。本研究では、卵巣組織から精

巣が分化する過Wｌｉ１（ｌＸ１Ｃ－Ｅ）での調節機構に

焦点を絞って１０１卜究を進めている。（１）性幅換

におけるエストロゲンの作)|】機構の解り１１【１１

１|'エストロゲン膿度の減少が性転換の引き金

になることが示唆されていることから、その

作1Ｗ機機を1）｣らかにするために、３種類のエ

ストロゲン受容体(ＥＲ)をクローニングし、雌、

雄および性'伝換過程の生殖腺における遺伝子

発現を調べた。ＥＲａはどの時期でも高い発現

を示し、性転換過程で減少傾向にあった。逆に

ERβ1およびERβ2の発現は低いものの、性転

換後期に急激な上昇がみられた。このことは

各受容体が{ﾘﾐ転換過程で異なる機能を持って

いることを示唆している。今後、これら受容

体の局｛|:解析や機能解析を進めていく予定で

ある。（２）AMiii腺峅養系を用いた性転換調節`機

榊の解|ﾘﾘ生liiliI11Ii(の性il屡換における性ステロ

イドホルモンの影騨をU]らかにするために、

卵巣組織培獲系をIwl]いてエストロゲン合成阻

害剤などの'１：'|斌換への影響を調べている。そ

の結果、エストロゲン合成阻害剤の存在下で

精巣分化が誘導され、エストロゲンの減少が

直接、’lIfil薩換を誘起することが示された。今後、

培養系を用いた性ステロイドホルモンによる

調節機織のさらなる解析に加え、エストロゲ

ン受容体や関連因子のljll巣組織の崩壊や精巣

分化への関わりを調べていく。

最終的には、本1ﾘﾄ鑑で得られた基礎的知見

をもとにして、所11,MＪ}究室で進められている

他の性1脚j(L魚種でのjill児やllIlk雄異徽体魚の性決定・

性分化の機Ｗｉと比鮫することで、サンゴ礁魚

類における4lx殖様式の多様性を考察していき

たい。

魚類の性決定。性分化における多様性

脊椎動物の'|'でも魚瓶では、様々な性決定

様式が知られており、IWi魚ＩＩｌに|ﾘﾐが決まる魚

`種として遺伝的要因により、或いは渦度依存

的に性が決定する魚極などが存｛Eする。また、

サンゴ礁島lIlii↓域に多く'１２息している性転換魚

のように一度、性成熟した'1'１体が性転換を行

う魚種も存在する。さらに、１１：転換には大き

く３つの性転換様式（Utlil1冒先熟、雄性先熟お

よび両方向性転換）があることがｸ《l1られており、

サンゴ礁魚類の性決定機構は実に多様性に富

んでいる。

有性生殖はく|Ｚ物多様|i(ｌｉをﾘﾐみ１１'す直接的な

要田と考えられ、「等な動物から脊椎動物ま

で進化を通じて保存されている。（((類がこの

基本原理を保持しつつ、多様な1k殖様式を展

開するためには、魚噸の１１１：決定・性分化（発

生過程で未分化な生jii(i腺から卵巣および精巣

が形態的に分化すること）の過;膿で藤逓的な

,機j構と種ごとに異なる機榊があると考えられる。

このような魚類における生殖様式の多様性、

普遍性を理解するためには、そのメカニズム

を知る必要があるが、性幅換魚においてどの

ようなメカニズムで性転換が調節されている

のかまだわかっていない。

性転換のモデル生物としてのベラ科魚類、

ミツボシキュウセン

性転換の調節メカニズムを解|ﾘＩするために、

'''１縄のサンゴ礁域に数多く能息し、入手が容

易な雌性先熟魚のミツポシキュウセン（図Ａ、

B）をモデルとして用い、』iⅧ|ＭＩＩ兇の確立を

■_

￣

■

図：ミツボシキユウセン、I"choe)でＷ７ｊ"!αCl(ＭＷ、亜rminal-phase雄(A)、雌(B)、卵巣(C、
性転換生殖腺(D、Bar=50,ｕｍ)、精巣（卵巣から性転換したもの、Ｅ、Bar=5ｑｕｍ）

Bar=100LL、)、

｜Ｆ
Ｄ



サンゴ礁魚類の脳深部における光受容と周期J性発振機構

朴龍柱（種の多様性研究グループ）

発現はLjえられた光条件に合わせて変化する

こと、そして（３）階期に光に曝露すると発

現量はll1J座に変化することをﾄﾘ]らかにした。

本研究は、松果鬮体や視床下部で発現する視物

質遺IZit-fLの変動が第一義的には光によって制

御されていることを明らかにしつつある。

浅海域では光の吸収は少ないが１０ｍ以上の

水深では赤い光はほとんど吸収されて青い光

が選択的に残ってくる。魚はさまざまな水深

で波長の異なる光を感受しながら周期的な活

動を行っているため、陸-k生物とは異なった

選択的光受容適応機構を持っている可能性が

ある。私は発光ダイオードを利川して季節（も

しくは時|M1）にあわせた生息水深の光条･件を

再現し、#&物質の発現パターンを解析している。

発光ダイオードは単波長の光環境を容易に作

ることができ、光受容機構を解析するための

有効な研究ツールになりうる（図２）。

脊椎動物の視細胞には外系からのｿ6シグナ

ルを感受し、体内への伝達を担う視物質（オ

プシン）が存在する。網膜の杵体にはロドプ

シンが、そして錐体には色覚オプシン（赤、紫、

,』了、緑）がそれぞｵ1存在する。近年、魚類で

は網膜以外にも視物蘭の存往が確認され、脳

内の`MN果,体にはエクソロドプシンが、そして

脳深部にはvertebraI〔､〔mcien[1ong（ＶＡＬ）オ

プシンが発現しているのが明らかにされた。

エクソロドプシンやＶＡＬオプシンは魚類のｉｌＩＴ

動リズム同期のための>'６センサーとして、｜Ⅲ

I11Ifに基づく日周活動（摂餌など）や光Ⅲ馴川に

雄づく年活動（繁殖や同遊など）をＬＭＩ１ｌ;に刻

むためにそれぞれ働いていると考えられてい

るが、その実体は不[Ulである。外部環境婆1ｋ｜

としての光が,体内情報として伝達されていく

道筋を明らかにするためには、生息域の光環

境や行動パターンが災なる魚類における網膜

外視物質の生理機能を比鮫しながら研究する

ことが必要である。

私は、網膜外視物質がサンゴ礁魚類の光周

期に同調した周期性発現に対する役割を明ら

かにしたいと考えている。沖縄のサンゴ礁に

Alﾐ息するゴマアイゴ（sﾉgww,z4vgMlMr(/Ｉ(ﾊﾟ』水深(）
～２０ｍを周期的に鯵勤）とルリスズメダイ

（c〃)uhW`剛.(，α，ｗ，エダサンゴ近辺の筏海域
で生活）を実験材料（図１）にして、エクソ

ロドプシンとＶＡＬオプシンの全塩基配列決定、

発現部位の特定、そして周期的変動に及ぼす

要lklの解明を行っている。これまでにゴマア

イゴとルリスズメダイのエクソロドプシンは

111枢組織に広く認められたのに対し、ＶＡＬオ

プシンは脳深部（視床下部域）にのみ発現し

ていることを確認した。また、（１）｜川lIRf条

件（LD=12:12）で飼育した魚における網膜外

視物質の発現はいずれも'二|周変動していること、

（２）長日条件（ＬＤ=１６:8）および蝋Ｈ条件

（ＬＤ=8:１６）でiijil青した魚の網膜外視物闘の

図１：沖縄サンゴ礁に生息するゴマアイゴ、

Sjgmlnsgw"ａｍｓ（左）及びエダ状サンゴ近辺で生
息するルリスズメダイ、ＣｈｊＷｐｉｅｍｃｙａｊ１ｅａ（右）。

Ｅ］１１：’’１凸

図２：光受容機構を解析するための発光ダイオー
ドを利用した実験水槽。
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琉球列島の植物の遺伝的分化に関する陸橋分断説の検証

中村剛（種の多様性研究グループ）

琉球列島は鮮新世（約670～170万年前）に

大陸やﾉL州と陸橋で接続した時期があり、こ

の陸橋は、更新世初期（約１５０万年前）まで

にはトカラギャップとケラマギャップとよば

れる水深1000ｍ以深の海域で分|釿されたと考

えられている。これらのギャップは陸橋を通

じた植物の分散を妨げ、琉球列島に広く分布

する植物に造`伝的分化を引き起こしたと考え

られてきた。私はこの従来の仮説の検証を行

なっている。

種子や果実が海を越え長距離を分散する植

物では、ギャップの影響が見られなくても不

思議はない。そこで、通常の糠子散布距剛が

数ｍと短いとされる複数種について解析を行

なっている。その一例を紹介する。

コケタンポポは直径２ＣＨＩほどの小さなキク

科の植物で、西表島、沖縄鳥、徳之島、奄美

大島に固有である（図１）。コケタンポポ属

はわずか４種からなり、残りの３種はオース

トラリア東南部に分ｲ１丁し、このあたりがコケ

タンポポ属の祖先的地域と考えられる。コケ

タンポポの祖先はいつ、どのように琉球列島

に渡来し、琉球列島ではどのように島から島

へ分布を広げていったのであろうか？

葉緑体ｍＪＡ塩基配列に基づく解析の結果、

コケタンポポとオーストラリアの種との間の

遺伝的分化は小さく（図２）。その分'1皮は古

くても約２〔)()万年前と推定された。これまで

の学説では、コケタンポポの祖先は、オース

トラリアからニューギニア、フィリピン、台

湾が同時ではなくとも順次陸続きとなった約

1500万年前に陸伝いに北上してきたと考えら

れていた。しかし、コケタンポポ属が現在の

ニューギニアやフィリピン、台湾に見られな

いことを考えると、コケタンポポの祖先がこ

れらの地域全てで絶滅したと仮定するよりは、

微小な果実が風に乗り，オーストラリアから

琉球列島まで一気に長距離を飛来したと考え

るほうが妥当と言える。琉球列島においては、

西表島の集団が祖先型で、この祖先型が約

100万年前以降に、急速に現在の分布域全体

へ分布を北上し、その後、各地で独自の遺伝

的変異を起こしたと推定された（図２）。こ

の時期ケラマギャップは既に開いていたこと

から、本種の分布拡大には偶発的な長距離分

散が働いたと考えられる。

⑥

⑬

図２．コケタンポポの遺伝的分化パタン

Ａ～Ｄはコケタンポポの、Ｅ～Ｇは他3種の
葉緑体DNAハプロタイプを示す。

､篭

従来、琉球列島における植物の分布拡大に

は|陸橋が重要な役割を果し、ギャップの形成

はすなわち遺伝的交流の停止を意味すると考

えられてきた。しかし、海洋島の例をひくま

でも無く、偶発的な長距離分散は植物の分布

域拡大において重要である。琉球列島の定説も、

改めて検証していくことが必要と考えられる”

図１．琉球列島固有のコケタンポポと
コケタンポポ属の分布域
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琉球列島の更新-世カメ類化石についての分類学的研究

亮雄（種の多様性研究グループ）高橋

琉球列島には、一般に「琉球台灰冶」とし

て知られる、第１ｌＬＩ紀更新世に形成されたサン

ゴ礁性の地層が広く分布している．この地ｌｉｉｉｉ

には、多くのフイッシヤーと１１平ばれる“割ｵllr

やiliil穴が発達し、これらを充填するおよそl～

5ﾉｺﾞｲﾄﾞ前（後j’1典新'１ｔの最終氷期に相当）の|M§

成耽債物からは、リュウキュウジ力などの絶

滅極を含む多様な脊椎動物の化石が発見され

ている。こうした化石は、琉球ﾀﾞﾘ島の雌'|：脊

椎動物相がほんの数万年前まで現在よりも多

様であったことを示すだけでなく、現生ＩＷｋ

'|:物の系統地Hl1パタンなどによってみちびか

ｵ1た琉球列`１冊の,'｢地1111仮説を検証あるいはｌＩｌＩｉ

強するための砿饗な資料となる。しかしなが

ら残念なことに、これらについての従来の研

究はすべて、適切な比i鱗標本や解析を欠いた

ものであったため、化ｲｺﾞの分類。同定や系統

的な(if置づけにおいて多くの解決すべきIHI題

を残してきた。

わたしは、こうした陸生脊椎動物化石のうち、

とくにカメ類の(Ｗ｢についての分類学１１９１ﾘﾄ究

をおこなってきた。カメ類は、背骨や肋+)な

どが発達してできた頑丈な'1J羅を持っている

ため保存されやすく、断片的ながらたくさん

の化石が琉球ﾀﾞｉ１１ｌＩ>から広くｿE兇されている。

また、カメ類は、ｆ}の形態形質についてのＩｌｌ：

究がよくなさｵTているため、断片化石であっ

てもしばしば分頬に有川な形質が認められる。

これまでの研究により、ほんの数万〈１２１iiま

で琉球列島には、ｒＥ来のイシガメ科３１１Ｍセ

マルハコガメ、ミナミイシガメ、リュウキュ

ウヤマガメ）に川Ｉえ、現在では絶滅してしま

ったイシガメイル1種とリクガメ科１樋が分Ⅱ「

していたことがあきらかになっている。徳之lli$、

沖縄島、・伊江島、宮古島、与那|茎1島から発見

されたオオヤマⅢクガメ（リクガメ科）と徳

之,libから発見されたアマミヤマガメ（イシガ

メ科）は、そｵlぞオル|<|判アジアに分布するム

ツアシガメ１脚の絶滅j極と?IlIjWMi,ｉｎｌｉの固有種リ

ュウキュウヤマガメに近縁な絶滅種として記

救さｵ]た。このほか、ｉⅢ|』縄島、久米島および

徳之,IMhらは、琉球列島では八lItlll諾,鳥に分

布するセマルハコガメと|司IlUMの1絶滅種が、宮

古曲>からは'1本水上と大隅洲$に分布するニ

ホンイシガメに近縁なイシガメ脇のｌ絶滅種が、

さらに久米島からは上述の絶滅極とも在来種

とも１Ｍ|らかに典なるカメの化石が１種発見さ

れている。こｵ1らの化石は、後期更新世の琉

球列島には少なくとも８種の陸生カメ類が分

ハルたが、その多くがおよそ１ノJ(|i前までに

急速に絶滅したことを示している。また、轡

古肪のイシガメ属のｌ絶滅繩は宮古諸島にlild

有と考えられ、このことは宮古諸島が比較的

最近（｢ﾄﾞ'～謄期更新世）に八[111｣｣諸島と接続

したと丁１－るI:'｢地!|』仮説に対し、ｉＸｉｉい疑問を投

げかけている。このような後１０１更新世の“大

職絶滅”をリ|き起こした原ＩＸ１の解１１Mや古地Ｊｌｉｌ

仮説の検証のために、カメ類だけでなくその

ほかの動物化;に｢についての分瓶学的研究の発

展が撒く望まれる。

沖縄県南城市に

おける化石発掘

調査の様子

沖縄県南城市か

ら発見された後

期更新世の絶滅

種オオヤマリク
ガメの頭骨化石

－８－



琉球列島に生息するイモリ類の分子系統地理

富永篤（種の多様性研究グループ）

分子系統地理とは

これまでの研究成果の.搭横に''１畠い、琉球列

島に催恩する|鑑上動物の各川各術崎のｌｌｈｌ体

群間の遊伝''１tI分化や分蹴学的な関係はかなり

解Iﾘ]された。しかし、！『&や,洲ルの1人](|jでの遮

伝的変異や地理的な分化パターンについてま

では多くの動物で１－分にii1iMLfさｵｰ'ておらず、

島内や諾｜島内での多様化の臓史、分ｲii域の変

遷についてはほとんどの繩で不I1jlである。簸近、

解析技術の進腱で多くのサンプルを解析に11｜

いることが可能になり、また解析手法も発達

したことにより、地域間の遺伝的な分化と1,11

体群ごとの遺伝子願度に関する|,ｻﾞ報に、各遺

伝子型の地Ｉｌｉｌ的分布パターンに閲する情報を

加えて、分布の変遷の歴乢進化史を惟定す

る分子系統｣雌'11学のm1;究が蝋んになってきた。

そこで、私はこうしたＩＤ|:究猴法をⅢいて琉球

列島に固有のイモリ類の多様化の雁史、分Ｉｌ１ｊ

の変遷を探る1ﾘﾄ究をおこない、琉球列島の|雄

_'二動物の多様化のlliif山についてｊＩｉｉ解を深めた

いと考えた。

推定された。また各IiW体聯で遺伝的多.厳性を

比【鮫した紬果、#'１１繩群内では'１１北部の個体群

の多,様,１１kがi聞く、これらの地域に固有の系統

もいくつか見られること、南部や離島の個体

||樅は－|縦に多様Ｉ化が低く、ｌｉＭ~の系統も見ら

ｵｌないことがIU1らかとなった。これらのこと

から南部と雛！;ｈのlllil体Ｈｆは、’１.北部から南部、

離島に分ｲiiを拡大した''1先系統に由来する可

能性が,繭く、このことはｉｌｌｌ縄島南部が－度海

に沈んだというi｢I1MlMiM』の地史ともよく符合した。

奄美ＩｌＷ１では、識,島の1'１部地域で遺伝的多

様性がi噺いこと、広い範DMでｊＬｌｉ伝子流動が生

じたことが推定された。また加計呂麻島、譜)的、

与路,島の各個作排の過Izi的構造は対照的で、

､,,計呂麻島のＩ１ｉ１体聯は複数の異なる系統を含み、

諸島のlMil体群はlrT1-の系統から織成されるが

|:ＩＩＩＩ有の複数の世低子型を含み、与路島の個体

聯は単一の遺伝jxJ1l1からNi減さｵ'ていた.系

統地Ili1解析の総1M:、これら３J1》のある恋美諸

ﾊﾟli南ljLiWljでは.|Ｍ１的ll1IiljWlにＩ)|くう制限された遮

LLｽ子流動が蝋繁に生じたことが推定され、そ

うした'１/il体鮮Ｉｌ１Ｉの辿伝的交流と、島の地形や

位霞的な状ﾙilが３’１ﾄﾞﾙのlMl休昨の異なる週.伝的

榊造をイミじさせた可能性が筒いと考えられた。

本年度はイボイモリについても同様の調査を

進め、２iliiiの多様化の臓史、分布域変遷史の

比鮫を行いたいと考えている。

琉球列島に生息するイモリ類

琉j求列島にはシリケンイモリ（(ｊＷＬｗｗｒｒｉｌ１的Ｉ：
図ｌ）とイポイモリ（ﾉﾀ(ﾙﾉ"”"0〃′'ﾉ'ｲｨｨﾘ:ｗｌｊ：

図２）の２種が分布する。Ｉ１１ｌｉ背とも贈美i諦島

と沖縄諸島の固有極で、他の両生顛と同じく

海を越えた分散は難しく、移動能力も低いため、

系統地理学の研究題材として而口い動物である。

昨年度はシリケンイモリの系統地理学的研

究を中心に行い、遮伝的多様W|:の形成過ハ!、

分布域の変遷について'１ｔ定を行った。奄美諸

島と？｢|:,縄諸島の45地点から得らｵ1たＤＫＡサン

プルの造,伝的解析を進め、系統地I1l11Wi1折を行

った結果、先行(U｢究とIT7IMfに本繩は各瀦1蹄に

対応する２群（奄美|鵬↑'''１MＭﾄﾞ）に火別さｵ1た゜

||樅|ﾉﾘでの分化程l葵は沖jWM#の方が人きく、ｉｌｌ１

縄僻はさらに2111iil『に分けらオ1ることが[ﾘＩら

かになった。沖細lﾉﾘの21111群はill1組,1論の-化部

で分布を重ねており、lilliiAjfの中ｌｌｌｊ１ｌ１９な形質状

態を示す遺伝子型を持つⅢj１体は）iLられないこ

とも|り]らかとなった。一方、iWi足的に行った

アロザイム分析や１１珍態比!'嘘、生態調査では２

唖鮮は検出されなかった。これらのことから

沖純諸,島の２亜群は分布城の分断により異な

る場所で分化した後に２次的に分布を【Kね、

現在は一つの任意交配集｢11を形ﾙ|としていると

１
．
Ｒ

h－＄

ユ

電

露

図1．沖縄島産のシリケンイモリ

図２．沖縄島産のイポイモリ
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イリオモテヤマネコの頭`骨にみる小島IIlHiL適応

Ilj西希（生態系の多様性研究グループ）

イリオモテヤマネコノノノブ()）?"ﾉﾊ(）７４Ｍ）P7li〔lwww付バ

ノ１W""ＭｗＭＳは琉球列,儲に'1ﾐ息するｌｌｌｆ－のネコ

科動物であり、小島１１風にIIilil体群を維持してき

た理１mとして、１１W表,1m（284kli）の動物|;１１の

職かさと本繩の'|腐広い食lwlzがあげられている。

また１１本にはイリオモテヤマネコの他にベン

ガルヤマネコの別１１１【轍であるツシマヤマネコ

ノＭＭ,Mﾉﾉ/ﾉﾉＷ【が長崎県対馬（７１()kli）に'|ﾐ息し

ている。両111[腫共にKE息地は島１１側であるが、

その食Ｉ化は大きく異なることが炎分析からわ

かっている。ツシマヤマネコが人|朧に生`ljiIす

るベンガルヤマネコと同様に小型げっ歯類と

食虫類をｌ２な餌としているのに対し、イリオ

モテヤマネコはある分1911WＦに偏ることなく、

l1ilj乳績、鳥類、両生類などの様々な動物樋を

利用している。このような生息地による食Ｉ１ｚ

の変IIIiLは、脅々の生息｣Ｉｕの餌動物111によって

大きく影響される。また、餌動物「'1のサイズ

や生態によってヤマネコの狩猟rjnliljにも箙ｊＩＬ

がjiMれることが予測される。

これまでに、イリオモテヤマネコとツシマ

ヤマネコの犬歯の太さや頭骨形態における愛

)ＩＩＬを観察し、イリオモテヤマネコは他のベン

ガルヤマネコと比べ餌勅物が異なることによ

って、狩猟行動や咬合機能が腿なった結果、

頭骨形態に独自の進化をおこしたことがW11リ

された。

そこで，イリオモテヤマネコの任來地上極

小ﾉﾘ!Ⅱilii乳類を欠いた'Mj17帆への適応を、１，jlじ

島I|山に41ﾐ息するツシマヤマネコの食性や狩猟

行動などの採飢生態と頭骨形態の比較から1ﾘ］

らかにすることを'1酌として研究を進めている。

この解析の''１で壇煙なファクターとなる食

'１１;について、こｵ1までⅢいてきた糞分析法に

)｣Ⅱえ、交jurl『故死亡'1,'i1体から摘llIしたＷ内容

物を１１]いる。瀞内容物分析は実際に数I|洲|内

にI11i食した餌動物臓成を得られるため、食物

''１の各餌動物穂への･依存度を知ることができる。

さらに、胃の｢|'の餌動物各個体の状態からヤ

マネコがそれぞれの餌動物をどのように狩猟し、

l111111iiしているのかをIrlli認することにより採餌

行動パターンを予測することができる。今後、

頚''1｝計測値をｊＩｊいた頭骨形態や咬合力の比較

を行い、採餌パターンと合わせて考察するこ

とにより、イリオモテヤマネコの小島11輿適応

を111Ｉらかにしていく。

四
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黙イリオモテヤマネコ（左）とツシマヤマネコ（右）

の頭蓋と下顎（スケールパーは2cm） ツシマヤマネコ

－１０－



潮間帯生物群集をモデルとした島|腿系の多様'性解析

誠司（生態系の多様W1ﾐ研究グループ）新炳

岩礁潮間帯のり晶物Ｗｆ集、特に魚類と貝頬を

Xil象に「|嫌集liMi造の決定」と「多様性創Ｉｌｌ」

のメカニズムについて研究を進めている。

生物は、砿によって移動分.散能力が鍵なる。

こうした特性は、分ｲITI広大や種分化速度の違

いをとおして群集Mi造に影響すると考えられる。

その影響は、利川可能な生息環境がﾉl《ぴ荷状

に分布する島lMliL系において特に顕著に現ｵ1る

と予想できる。琉球列島が分断と接続を繰り

返す１１薊で、島ごとにどの様な群集を形成する

に至ったのかたいへん興味澱い゜

熱ｲ|ｻﾞ海域の〈l烹物研究は、サンゴ礁・海ＩｉＭ藻

場などを主なフィールドとし、Ｉｉｌｆ礁での|ﾘ|:究

は稀であった。一万、温帯海域では岩礁’1）ⅡＩｌＩ

帯をⅢ''心に璽要な研究成果が残されてきた。

こうした雁史的背景に加え、岩礁潮'１M帯は寒

帯から熱帯まで普遍的に存在することから、

広範囲の群集パターンや多様性をテーマとす

る研究に最適な蝋境のひとつであると考えら

れる。

また、多籔嫌な4に物が利用する岩礁潮間帯は、

陸と海のはざまで系をつなぐ砥要なハビタッ

トである。同時に、人間活動の影響を受けや

すい場所である。環境変化の著しい昨今、雑

礎情報の把握と現状記録は重要な課題だと考

える。

以上のことから、瑞礁潮間帯の生物ｌｒＩ:紫と

その生物特''１ミ（極、分散能力、ｌＩｉＭ体'''１;|;Ｍ:作l:1]）

および環境特性（地質、分断過程、交流経路）

に注目して、「様々な群集パターンの比較に

よって共存機構や多様性の背景がつかめる」

との観点で、データの収集と解析を進めている。

2()０７ｲ１２度は14,PiMj6地点で調査を実施し、ノ'２

物標本と記録写Lエ（海岸と生態）を集めた。

Lu性までに1((類のサンプル処111とﾙｷﾞ折の一W|｛

を終えており、ここではその内容を紹介する。

小型のタイドプール（表面破く1,f）に出現

する魚類を対象に８１;315地点で調査し、本-こ

のデータと比鮫した。解析の結果、蕊本とな

る群膿パターンと類似点・相違点のいくつか

を|ﾘIらかにした（図)。琉jM(ﾀ11,ｌｉ１Ｉｊの高い多様性

には、タイドプールごとに蝿なる種構成（β

多様`|'いが大きく付/ルていることが示唆さ

れた。タイドプールスケールで変化し、魚類

の(l(Ｌｌ・空間利１１１を左右している要因として､

（１）１２息場所の複雑性、（２）水温や塩濃

唆などの化学的特性、（３）腿ＩM1相7Z作用が

湾えらｵ1る゜このうち（３）は、多様性の形

成よ'〕は維持に影響する鯉lkIである。タイド

プール魚類鮮集の多様Ｍ２をもたらす要因を|Ｍ１

らかにするためには、プールスケールでの詳

細な環境測定と評価が必要と考える。

今後、貝類群集についても同様に解析をお

こない、魚類・貝類を含めた包liI;的な解析と

議論を埴ねることで、琉球列島における群集

構造の決迩､機拙を解|ﾘ'し、多様ｌｗｌ：の創出機１１'１『
に迫りたいと考える。

1-0

辮篭妻

８
６
４
２

０
０
０
０

。、一』のシ○易一一一迄⑩」

0

1.0
51010 1０００１５００

⑧wIthinRyukyus
③Ryukyuvs,Mainland

８
β
０
０

Ｑ⑩一」のン。

島
慧
昏

⑨⑫

Ｒｅ

口
●
ｒ

｡

４
２
０

０
０

の
①
一
○
の
Ｑ
の

５００１０００１５００

Distancebelweensites(k、）

タイドプール魚類群集の重複度と距離の関係
科術成の重複度は、群集間の距馴によらず一定である

（上)。種構成の類似度は、距離に比例して低下する
ように見える（下）が、その変化は、距離の効果より
むしろ琉球列島と本土間での魚種の置換で説明できる。

１

JBの､別
■皿

1Ｍ．

■

タイドプールの優占魚種：ナンヨウミドリハゼjEt！ｉＯｌｎ

ｌ１･"ｊ"α(左)とスジクモハゼＢＱｆｈ)1gUbiMIi(･ＭＭＩぷぶ右）
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日本サンゴ礁学会。琉球大学ＣＯＥ

プログラム共催公開シンポジウム

｢日本のサンゴ礁研究の歩みと展望

一日本サンゴ礁学会設立１０周年を
記念して－」

サンゴ礁域の沿岸管理に関する

研修会議を開催

土屋誠（拠点リーダー）

インドネシア政府の海洋水産省からの依頼

を受け、２００７年l2j1811（上)－１３１｣(火)に、

サンゴ礁域の沿岸管理に関する研修会議を'1Ｗ

催した。，櫛Ｉｉとして嘉数厨１１学長、Ｃ○Eメンバー、

環境満や沖縄県の恵''１１家が参加し、サンゴ礁

域の沿岸管理に関する怖報提供を行い、今後

の活動に関する協力体fliilについて議論した。

参)｣崎は９箱,(うち一人は本学が学術交流|iii定

を締結しているポゴール農業大学の教員でリ

ーダー的存在であった)で、さらに本学で勉学

に励んでいるインドネシアからの留学化が参

加し、光寵したＷ｢修会議となった。特に''1省

の職11であり、本学の｣''1工学研究科で学んで

いるAwil1d(ｌｉ１ｌｆｌは１１１§話係も担当し大活躍であ

った。

日高道雄(遺伝子の多様性研究グループ）

１－|本サンゴ礁学会と本ＣＯＥプログラムと共

催で、１１本サンゴ礁学会設立'0周(Ｆを記念し

た公開シンポジウム「ロ本のサンゴ礁研究の

歩みと展望」を、’’月２５１１（日）とﾄﾕ後1時'５

分から６時まで１１'１i細コンベンションセンター

Ｂ’会議家で開ＩＭＬた。｜｜本サンゴ礁学会は、

1997年琉球大学において設立大会を|)ii催し、

紫会として発足した。会員が様々な分1Ｗ（地質．

地理、生物・水産、環境・保全、社会．文化）

にまたがる学際的な学会であり、２()04年には

ｌＩｉ１際サンゴ礁シンポジウムをjIl,縄でＩＩ１催した。

」益

雛
艀
ｒ

牙牙

ＩＩＷＨ■

沖縄とインドネシアの沿岸環境問題に

関する会議の－コマ

研修会議に引き続いて、美ら海水族館、ｉｉＩ１

純県栽端漁業センター、琉球大学熱帯生物圏

研究センター瀬鵬実験mf、ノリ|噸浄化センター

の各施設を見学した。美ら海水族館では一般

雌示の見学のほか、運'１;↑方法、飼育方法など

も学び、那彌↑｣iii化センターでのj,L学.研修では

Ｍ<処｣:'11の理論を含め、多くの情報を得たと

鴬んでいた。水学とボゴール農業大学とは今

後大学院生の共''１教育を進める計i1Iiiがあり、

Ⅱ
－－－－＝

第１部では、’'水におけるサンゴ礁研究を

ﾙｾﾞり返り、さらに今後の腱躯、研究の方向性

について、３名のサンゴ礁研，11ﾖ群が識髄された。

「'１本のさんご礁化物学研究の歩み」（|｣|里ｉｌｉ７

琉球大学名巻教授）、「サンゴ礁でⅢl故知新

一地球科学からのアプローチ－１（小西健二

金沢大学f,誉教授）、「サンゴ礁の煤らしに

学ぶこと－環礁の民族学と考古学一」（近森正

礎応大学f(,誉教授）。また、第２１１１では、’１

本サンゴ礁学会のこれまでの祈動と今後の課題、

腱望について、学会活動を''1已評II11iするとと

もに、情報発信、｜Tl際サンゴ礁年への貢献、

教育・啓発などの社会貢献、サンゴ礁の保全

とliIii生に向けた取り組みと課題について、５

名の方に識演していただいた。

戸帝一

l1I11篝１１篝|篝i1iii鐸l}ｉ
③

嘉数副学長の講義の後で記念撮影

－１２－



シンポジウムの参加者は、沖縄生物学会と

二'二域動物学会ﾉ<会参加者に加え、一般の方の

参加も多く（約７０名）、合わせて約３００名の

参川1があり、会場いっぱいの満席であった。

近年の自然環境保全への関心の高まりを実感

するとともに、木シンポジウムで出された課

題への取り組みが期待された。

なお、本シンポジウムの前には、‐'二壌動物

学会のiﾄﾞ1ｆ１２ＩＵ１究'｝'fによる特別講演「琉球列島

における上壊動物学のjH171i」が琉球ﾉ（学２１１止

紀ＣＯＥプログラムとの共Wi；で開催された。本

公減は、琉球列`'f,Ｉｊにおいて'二壌1K１１１物(i)|:究を行

なうことの魅ﾉﾉを理解して頂くことを目的と

しており、、琉球の上填動物を研究している以

下の３名より話題提供があった。

］・西表鳥における大型土壌動物の群集構造

及び撚葉分解への寄与：

唐沢璽考（禰岡教育大）

２．琉球列島産アリの魅力とその生態：

菊池友ｌ１Ｕ（琉球大'学・膿学部）

３．マングローブ林に生息する地表性昆虫の

Iili勅リズム：ＭＥ鵬綾（琉球大学・HIH学部）

そのための`情報交換も行った。外国の大学と

の共同教育は文部科学宵が進めているプロジ

ェクトのひとつでもあり、今後の発展が101侍

される。

沖縄の生物
一環境変化がもたらした影響一

2008年５月24日

琉球大学大学会館

佐藤綾(生態系の多様性研究グループ）

沖縄生物学会と土襲動物学会の合同公開シ

ンポジウム「↑''１縄のzlf物：環境変化がもたら

した影響」が琉球大学２１１１t紀ＣｏＥプログラム

との共催で開催された。

琉球列島には、多くの１Ｍ有極を含む、多種

多様な生物が生息している。この瞥な生物（＝

Ｆ１然）は、観光資源や有)Ⅱ'k物としてのＷＵ

など、人間に直接的・間接'19にⅡ二の効果を与

えている。一方で、急速なj1li境の変化は、イニ

物の生存に負の影響を及ぼしていると考えら

れる。本シンポジウムは、環境の変化が↑１１１縄

の生物に与えている影縛をJ11l解するとともに、

今後の課題について討論することを目的とした。

まず唐沢璽考氏（福岡教育大学）が趣旨説明

を行なった後、以1<の３ｆ(,の識瀬音による話

|選提供があった。

１．ヤンパルにおける人為|覚乱が生物多様性

に及ぼす影響：佐藤大樹（森林総研）

２．ヤンパルにおける囎境撹乱がアリ群集に

与える影響：

諏訪部真友子（琉Ｌｌ(大学・腱学部）

３．琉球のサンゴ礁とふたつの`<ﾋﾞｉＩｌ１スケール

の人為的撹乱一地球HM'艇と地域ﾉJ1模一：

棚ﾉﾄﾞ一彦（琉球大学熱ｲ||:Ala物|醤'１ﾘＩ:ツビセン

ター）

総合討論では、藤【Ⅱ陽子氏（琉球大学法文

学部）より環境経済学的ｉｌＭｉ(から、金ｒ,信|(ド

氏（横浜国立大学環境情報）より_'二灘生態学

１１９視点からのコメントがあった。環境の変化

が生物に与える影響を理解するためには、長

い年月に渡るモニタリングが必要であること、

環境保全のためには地元との遡挑が必要であ

ることなどが議論された。

Ｌ司区斧
'－－．

’０●●●●
－二Ｆ

●●

シンポジウムの発表風景

琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラム｢サ

ンゴ礁島|哩系の生物多様性の総合解析」
平成19年度成果発表会

中村將（国際化推進担当）

平成１９年度２１Mｔ紀C○Eプログラム成果発表

会が、２００８年３）１１１１、事業推進担当者、

C○Eliiii-h研究員、大学院生、学生、外部のW}

究者多数が参加して琉球大学理系複合棟、５０

周年記念館において行われた。土屋誠拠点リ

ーダーの挨拶とＩｊ１ｌ会宣言により開始された。
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終了後、大`学生協において阿部永先生のご出

席をIFIき成果発表会の参加者による懇親会が

行われ、研究内容などの情報交換、親睦が図

らxl1た。

平成20年度は琉球大学２１世紀COEプログラ

ム最終年度に当たる。Ｃ○Ｅプログラムは、サ

ンゴ礁,島|皿系を大きなシステムとしてとらえ、

生物多様性の進化過程とその動態、維持機構を、

遺伝子、種、および生態系のレベルで研究し、

多角的な視野をカバーした研究から得られた

結果を総合することが求められている。２１世

紀ＣＯＥプログラムの参加者は、本年度末の成

果発表会において以上の視点に立っての研究

成采を取りまとめた発表をお願いしたい。

終わりに、，休日でありながらも発表会運営

に脇ﾌﾞﾌ頂きました事務員の方々に感;1M11:Iし｣二

げます。

太田英利教授の'剛会により、阿部永元｣１.海道

大学教授による「食虫噸および鰯歯類群の群

集構造を探る」の演題による特別招待講械が

行われた。講瀧の内容は、ネパールの小''１|i乳

類群集を環境要因と密接に関・係する外部形態

の５饗素をモルフォッグラムと名付けた図に

より解析し、地理、標i(１１W、生息微環.境により

生息分布を分けていることを明らかにしたも

ので大変分かり易い説川|であった。
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阿部永元北海道大学教授による特別講演

午後より５０周年記念館に会場を移し、遺伝

子多様性研究グループ、生態系多様性Iﾘﾄ究グ

ループ、種多様１１２研究グループよりそれぞれ22,

34,25題、計81題のポスター発表が行われた。

いずれの研究発表も様々な視点よりサンゴ礁

島ｌ腿系の生物多様性を解析した最新の成果で、

活発な質疑、応答が４時間に漣って行われた。 ポスターの前で熱心に議論する発表者と参加者

2008年開催プログラムおよび受賞

【セミナー】

1）第31回琉球大学COEセミナー

平成20年2川４１二’１６:00-17:l(）l1H系複合棟102論議室

発表者：ProlpzMdj,Miller(Bi()(llemMrv風､(１Ｍ()1ecllIklrBi('109y,Ｃ()ｍ１.nrnlive()e､()micsC(ｍｌｒＧ

Ｊａｍ(瑚sCookUniversi[y）

減題：lIwcsligating(･orall〕iol()gyusin蔦EST;and111icroarriw隅:Ｃ〔{11(1i(lntegcll(Mbrcal(､illcation，
ｍｃＩａｍ()rpl1()IsisandsvlIll〕iosis．

2)第32回琉球大学COEセミナー（生物多様性と分析科学）

平成20年１月２５日１５:()0-17:()〔〕理系:複合棟202識義室

発表者：丸１１ｌ一郎|馴冨（OIST・情報処雌生物学ユニット長）
減題：細胞膜受容体による外ViL情報処理機構‐多様な生物に見出される共通I除
発表者：新道智視隙-1で（OIST・神経生物学ユニット研究員）
減題：電気生理学的な手法を｢|Iいたシナプス伝達解析（パッチクランプ法と２光子励起顕微鏡の応用）
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3)第33回琉球大学COEセミナー

平成2()（1言４)１２４１］１４:〔)()-ｊ５:()０理系複合棟2()2ilI#義寵

発表者：１２２野有司教･授（東ｊｊ(大学WWFWl:究所）

減題：二次イオン質{;,it分析計による生物起源肱ヒ素1mの分析

解能環境指標分析の未来

SIMSが切り拓く準非破壊分析による高分

4)第34回琉球大学COEセミナー

平成2()年５月１１１１():3()-12:()()1111系複合枕l()2識瀧室

発表者：新田英之|R1ji士（キューリー研究所研究員）

演題：｝Iigh蘭!〕ccdandhighいcnl;itlwbi()ulolc(Pulどｍｅ&{sur(･luei〕lsbYMIZMS1〕asc(Imicr()(Ievi〔℃：

5）第35回琉球大学COEセミナー（COE-OlSTジョイントセミナー）

平成20年５月２()|」［4:3()-16:OOj11l系複合j棟ｊＯ２ｉｌｌｆ義室

発表者：佐藤ﾀilt行|噸=l：（OIST）

槙題：OISTマリンゲノミックスの雁|Ｍ

発表者：｜|高道雄教授（理学部海洋自然科学科）

減題：サンゴのl1illl究の動向

発表者：徳田岳Iﾘ｣教（分子生命科学研究センター）

楡題：シロアリから)Ｉしたセルラーゼ研究

6）第36回琉球大学COEセミナー

平成20年６月ｌ３Ｒ１５:00-16息１０理系複合陳1()2講蕊室

発表背：ＤＩ､ＡＩ】(1ｒｅｗＨ､l321ir(1（１，rincipalResL､i１１℃I1FGll()w,ＡＲ(1(]entre(〕fExceu(､ncelbrCol･i11Rccr

Sludics,JullleSC()okUI1iverSity,.]U()Wl1HviⅡL:）

漬題：EIWir(〕nmell[illContro1sf1n(Icv(】luLi()narYcolls[raill[s()I1C(〕｢als>;ｍｌ)iosiS:cm1C〔)rtlls(･()ＰｃＷｉｌ１１
Ｉｈｃｓｒｒｃｓｓ()｢『11()der111iI(､？

【シンポジウム】

土壌動物学会・沖縄生物学会合同公開シンポジウム（琉球大学２１世紀COE共催）

平成2〔)年５，２ﾑ11二｜琉球大学ノ（学会館３１jMf

【研究集会】

琉球大学２１世紀COEプログラム平成19年度成果発表会

平成2()年3ｊ１１１Ｉ琉球大学Ｈ１１糸複合|(ll1l()2講義室（招待識波）

５()周年記念会館111i『（ボスター発表）

招待講演：''''I部永博上（元北海道大学教授）「食''１類およびげっ歯類の群集構造を探る」

l受賞リストリ

１）」且岐知弘氏（理学部W(ji樺I/l然科学科助激、ＣＯ]j公曝(i)|:究員）ポスター賞受賞論文名「鳩間獅丘に

おける海底熱ﾉ|〈の化学組成」ＢｌｕｃＥ&ｉｒＬｈ，()８（20()8年3)１１４１１於：搬浜ilY立大学）

2）「'１島iiiik美子氏（分子上'三命科学研究-lzンター准教授、ＣＯＥ事業挑進'11当脅）、前川秀彰氏（分下生命科

学研究センター教授、ＣＯＥ事業推進脇ﾉ]者）平成１９年度蚕糸学進歩賞（技術賀）受賞論文名

‘`Ａ１,()ｗｌｉｎ(1ica【()】･Ｉｂｒｒａ(lｉｔ,ti〔)１，“'１月ilivityusi1lgll〕ｃｗｉ１Ｉｇｓｉｚｔ>ｒｃｄｕｃ[i()、（)rβ()"'》,ｗ〃,(ﾉﾉ71ｺｕl)ａｅ
（:iIIlscdby7-rtlvirmdi(lli(〕l](/hMw`/q/ﾉｿﾊMTBﾉ｡/,'(ﾊﾂ10/qgMM/S''１lrMIgy,75.(il-I(ｉ5,2()()6)”
１１本蚕糸学会（2008ｲ123)]２０１１於：塙古厳大紫）

3）大澤正幸氏（iiii２１世紀COEポスドク研究員、現埋鷺1:学ＩＪＩ:究糾博士W｢究貝）奨励賞受賞論文名「カ

ニダマシ科を''1心とした#１１[j産十1M11:|甲殻類の分類学的研究」１１本動物分類学会（2008年6）]１５１１）
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~賃壷目

左：砂を抱えて巣穴に運ぶルリマダラシオマネキ（Umtet7ngo7zo刀）。本種の分布域はこれ
まで石垣鳥以南だったが、ｉ１ｌｌ縄島でも近年多く見かけるようになった。
右：シオマネキ（U1〔X,α7℃,(α、）は[lfilI本からｒｌｌＩｌ１、総lIil、台湾、ベトナムの河口干潟に分布

するが、琉球列島では中城湾でしか生息がIiiIii認されていない。遺・伝的集団構造解析の結果から

沖縄のシオマネキlliWk群が'1ｌｂい遺伝的多様性を示し、他のlMil体群からの遺伝子流動がほとんど
ないことが|ﾘ|らかとなった。

写真・文今)|:秀行（種の多様性研究グループ）

編集・発行ＣＯＥ広報委員会

〒９０３－０２１３

沖縄県中頭郡西原町字千原1番地琉球大学理学部理系複合棟６１５号室
２１世紀COEプログラム事務局ＴＥＬ：098-895-8384ＦＡＸ：098-895-8386

URL：ｈｔｍ://ｗ3.u-ryukyuacjp/coe／
代表土屋誠e-maiI:tsuchiya＠sci・u-ryukyu､acjp／COE事務局e-mail:knkcoe@t０.jim､u-ryukyuacjI。
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